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中
小
企
業
の
経
営
革
新
を
支

援
す
る「
中
小
企
業
経
営
革
新

支
援
法
」が
今
国
会
に
提
出
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
中
小
企
業

が
、大
企
業
の
下
請
け
体
質
か

ら
脱
却
で
き
ず
自
由
な
製
品
開
発
や
販
路
開
拓
を
行
う
こ

と
が
難
し
く
、今
日
的
な
経
営
課
題
で
も
あ
る
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
高
付
加
価
値
化
等
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
。

　

一
方
、大
企
業
に
と
っ
て

も
国
際
的
競
争
と
高
付
加

価
値
化
の
戦
略
は
、死
活

問
題
と
な
っ
て
い
る
。こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
、大

企
業
か
ら
中
小
企
業
へ
の

積
極
的
な
企
画
提
案
を
求

め
る
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
技
術
の
進
展
に
と
も
な
っ

て
、中
小
企
業
に
と
っ
て
も
多
様
な
経
営
戦
略
を
取
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、異
業
種
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
交
流
に
よ
り
、新
し
い
企

業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
て
の
新
規
開
業
な
ど
新
し
い
中
小
企
業
が
産
声
を
上
げ

て
い
る
。し
か
し
、大
企
業
の
下
請
け
と
し
て
自
由
な
経
営
戦

略
を
取
り
難
い
中
小
企
業
も
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、低
経
済
成
長
に
よ
り
業
況
の
低
迷
と
需
要
産

業
か
ら
厳
し
い
コ
ス
ト
削
減
が
求
め
ら
れ
、新
事
業
開
拓
や

研
究
開
発
な
ど
の
前
向
き
な
投
資
余
力
に
欠
け
る
現
実
も

無
視
で
き
な
い
。こ
の
よ
う
な
中
で
、現
行
の
中
小
企
業
の
経

営
全
般
に
つ
い
て
の
支
援
を
行
う
法
体
系
と
し
て
、「
中
小
企

業
近
代
化
促
進
法
」、「
中
小
企
業
新
分
野
進
出
等
円
滑
化

法
」、「
中
小
企
業
創
造
活
動
促
進
法
」が
あ
る
。前
述
の
ご

と
く
わ
が
国
の
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、グ

ロ
ー
バ
ル
経
営
の
中
で
の
競
争
激
化
、経
済
構
造
の
サ
ー
ビ
ス

化
、情
報
技
術
の
進
展
な

ど
大
き
く
変
貌
し
て
い

る
。

　

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
競
争

か
ら
一
層
の
高
品
質
化
や

市
場
指
向
性
の
向
上
に
対

す
る
方
向
転
換
が
求
め
ら

れ
現
行
の
法
体
系
で
は
今
日
的
課
題
に
十
分
対
応
で
き
な

い
。こ
の
た
め
、「
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
」と
支
援
対
象

が
限
定
さ
れ
て
い
る「
中
小
企
業
新
分
野
進
出
等
円
滑
化

法
」を
発
展
的
に
統
合
し
中
小
企
業
の
経
営
革
新
に
対
す

る
支
援
を
強
化
す
る
た
め「
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
」

が
今
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

経
営
革
新
を
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
真
摯
に
取
り
組

む
中
小
企
業
に
と
っ
て
、法
の
成
立
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

（昭和35年12月15日 第三種郵便物認可）
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岐
阜
県
建
設
関
連
業
団
体
部
会
は
、

官
公
需
に
関
係
す
る
項
目
を
二
月
二

十
六
日
、
県
関
係
部
長
へ
陳
情
書
を

提
出
し
た
。

　

同
部
会
で
は
、
陳
情
を
猫
田
孝
県

議
会
議
員
の
先
導
に
、
部
会
員
の
戸

島
一
博
部
会
長
（
岐
阜
県
管
設
備
工

業
協
同
組
合
理
事
長
・
中
央
会
副
会

長
）、
高
橋
喜
一
副
部
会
長
（
岐
阜
県

砕
石
工
業
組
合
理
事
長
）、
田
邉
尚
美

（
協
同
組
合
岐
阜
県
建
築
設
計
セ
ン

タ
ー
理
事
長
）、
平
井
貞
利
（
岐
阜
県

地
下
開
発
協
同
組
合
理
事
長
）、
土
屋

隆
（
岐
阜
電
気
工
事
協
同
組
合
理
事

長
）、
後
藤
鐵
雄
（
岐
阜
県
塗
装
業
協

同
組
合
理
事
長
）、
山
田
昭
彦
（
岐
阜

県
板
金
工
業
組
合
副
理
事
長
）、
河
合

正
雄
（
岐
阜
県
土
木
用
ブ
ロ
ッ
ク
工

業
組
合
専
務
理
事
）、
杉
山
義
郎
（
岐

阜
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
常

務
理
事
）、
若
森
清
志
（
岐
阜
県
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合
事
務
局

長
）、
東
山
保
（
大
昭
和
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
造
土
木
協
同
組
合
）
の
部
会
員

十
一
人
が
陳
情
し
た
。

　

陳
情
先
は
、
清
水
正
巳
林
政
部
長
、

大
下
政
司
商
工
労
働
部
長
、
大
塚
明

和
土
木
部
土
木
技
監
（
土
木
部
長
の

代
理
）、
高
橋
新
蔵
総
務
部
長
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
関
係
項
目
を
陳
情
し
、
陳

情
書
を
手
渡
し
た
。

　

県
側
か
ら
の
陳
情
に
対
す
る
回

答
・
意
見
は
次
の
と
お
り
。

　

清
水
林
政
部
長
は
、
同
部
で
直
接

手
が
け
る
も
の
は
、
木
材
で
あ
る
。

今
後
は
、
教
育
施
設
や
福
祉
施
設
に

も
木
を
使
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
大
下
商
工
労
働
部
長
は
、
ま

ず
各
業
界
と
話
し
合
う
場
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
県

と
各
業
界
が
言
い
た
い
こ
と
を
言
え

る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
三
月
は
じ
め
に
は
、
砂
利
組

合
と
の
懇
談
会
を
企
画
し
て
い
る
。

大
塚
土
木
技
監
は
、
来
年
度
の
公
共

工
事
の
予
算
は
確
保
し
た
が
、
再
来

年
か
ら
は
こ
の
経
済
状
況
で
は
予
算

確
保
に
不
安
を
感
じ
る
。
ま
た
、
今

ま
で
建
設
し
た
も
の
の
維
持
・
管
理

の
予
算
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
高

橋
総
務
部
長
は
、
分
離
発
注
、
地
元

（
県
内
）
業
者
へ
の
発
注
な
ど
に
つ

い
て
は
、
県
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

市
町
村
へ
は
今
後
も
指
導
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い－

と
陳
情
に
対
し

回
答
し
た
。

関
係
四
部
長
へ
陳
情
書
提
出

清
水
林
政
部
長

　

岐
阜
県
建
設
関
連
業
団
体
部
会
は
一
月
二
十
七
日
に
『
県
官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
と
『
県
議
会
幹
部
と
の
懇

談
会
』
を
開
催
し
、
分
離
分
割
発
注
の
必
要
性
な
ど
十
項
目
の
要
望
・
陳
情
項
目
を
決
定
し
た
。
こ
の
要
望
・

陳
情
項
目
を
陳
情
書
に
し
て
、
二
月
二
十
六
日
猫
田
孝
県
議
会
議
員
（
部
会
顧
問
）
の
先
導
に
よ
り
戸
島
一
博

部
会
長
ら
部
会
員
が
県
関
係
部
長
へ
陳
情
を
行
っ
た
。

フォーラム等での10項目の要望・陳情

猫田顧問を先導に部会代表ら

県の関係部長へ陳情

大
下
商
工
労
働
部
長

大
塚
土
木
技
監
（
土
木
部
）

高
橋
総
務
部
長
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

岐阜県パリ駐在員　丹　羽　　麻規子

私 と 言 葉
フランスは書類の国

　私事だが、日本へ帰国する日が近づいた。文字

どおり右も左もわからぬままパリへ到着した日

から２年、あっという間に時が過ぎた。

　日本でも、進級、進学、また社会人になってか

らは職場の異動をしたりと、環境の変化はこれ

まで何度も経験してきた。その度に新しい社会

のルールにもそこそこ適応してきた。フランス

で生活するといっても、今までの異動と唯一違

うといえば言葉だけ。そんなに構えることはな

いと自分に言い聞かせつつ日本を後にした。し

かし今思えば、かなりのあいだ私は肩にガチガ

チに力が入っていた。

　話すことが何より好きなフランス人相手のこ

と、会話が思うように出来ないであろうという

ことは覚悟していたが、最初意外にてこずった

のは書類だった。フランスは、何をするにしても

文書に残す書類の国である。日常生活に必要な

書類はたかが知れているが、それでも赴任直後

は見慣れない書類が山と来た。銀行口座開設な

ど、各種の手続きをすると後日もったいぶった

文面で確認書が送られてくる。次にとるべき手

続きが書いてあることもある。重大なことを読

み落としていたら「悪いのは読まなかったあな

た」の一言で終わりだから、投げ出したくなって

も辞書を片手に読まざるを得ない。苦痛だった。

理想は理解でき使いこなせて当たり前

　逆にこちらから何かを申し立てようとする場

合。重要なものは「書留にして送れ」と要求され

る。一から文章を作らねばならない場合はまた

辞書と首っ引きだ。初めはミスが無いように、失

礼の無いようにと何度も書き直していた。しか

しそんな事をしていたらいつまでたっても終わ

らない。

　それまで私にとって「言葉」とは、完璧に理解

でき、使いこなせて当たり前なものであった。自

分の語学力がフランスで何一つ不自由なく生活

できるに足るものと思っていたわけではない。

しかし、読み書き聞き話す、いずれにしてもわか

らないことの方が多いという今までにない状況

に実際におかれてみると、以前と同じように言

葉を扱えないということでひどく自分が劣って

しまったような気持ちになった。

話し相手は練習台

　今日も電話を切られてしまった、今日も何度

も聞き返されてしまったといってはがっくりく

る日々を繰り返しているうち、用件さえ伝われ

ば十分、少々の無礼は許してもらおうという開

き直りが出てきた。相手には申し訳ないが練習

台になってもらうつもりで会話をし、手紙を書

いた。「言葉とは完璧にわかって当然」から、「私

はここでは外国人、言葉は完璧である必要はな

い」という気持ちに変わったころから、気分的に

余裕が出てきて生活するのも楽になった。そう

すると、完璧でないなりにも言葉を使うことが

面白くなってきた。

単純な発想の転換

　わからない言葉そのものは変えようがない。

自分に出来るのは、それに対処していく姿勢を

いかに前向きにもっていくかということだけだ。

単純な発想の転換だが、「こうあるべき」という

ものにとらわれすぎていたためか、気持ちが切

り替わるのにある程度の時間を要した。理想は

大切だけれど、それに縛られていては窮屈に

なって理想から遠ざかる場合もある。私が二年

間で得た最大の収穫かもしれない。
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近
年
の
円
高
と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
流
れ
は
、わ
が
国
を
家
具
輸

入
大
国
へ
変
貌
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

家
具
に
お
け
る
貿
易
ア
イ
テ
ム
は
圧

倒
的
に
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
を
中
心
に

脚
物
が
中
心
で
す
。脚
物
産
地
で
あ

る
飛
騨
は
、わ
が
国
の
家
具
輸
入
増

大
の
影
響
を
一
番
強
く
受
け
た
産

地
と
言
え
ま
す
。日
本
の
家
具
市
場

の
国
際
化
と
い
う
流
れ
は
、飛
騨
産

地
に
国
際
競
争
に
勝
て
る
物
づ
く
り

　

会
期
は
一
月
十
四
日
か
ら
十
八

日
ま
で
の
五
日
間
、そ
の
間
で
十
六

日
は
一
般
公
開
日
で
し
た
。搬
入
は

一
月
十
日
よ
り
十
三
日
ま
で
の
四
日

間
で
、我
々
は
十
日
に
日
本
を
発
ち

十
一
日
に
会
場
入
り
し
ま
し
た
。

　

三
日
間
の
準
備
中
に
驚
き
ま
し
た

の
は
、日
本
の
国
際
展
の
五
倍
以
上

の
面
積
と
、大
変
重
装
備
の
装
飾
工

事
で
あ
り
、千
数
百
社
の
出
展
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、工
事
や
搬
入

に
携
わ
っ
て
い
る
人
員
が
大
変
少
な

く
、粛
々
と
進
行
し
て
い
く
姿
で
あ

り
ま
す
。我
々
の
ブ
ー
ス
だ
け
が
人

数
も
多
く
、長
時
間
ド
タ
バ
タ
し
て

お
り
、何
か
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
都
度
、

を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
現
状
か
ら
、私
達
は
五

年
前
に
、世
界
に
通
用
す
る
日
本
デ

ザ
イ
ン
の
創
造
を
目
標
と
し
た
飛
騨

デ
ザ
イ
ン
運
動
を
始
め
、一
昨
年
の

東
京
国
際
家
具
見
本
市
に
産
地
出

展
を
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
外

国
の
方
々
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ

き
、特
に
仏
国
の
家
具
見
本
市
協
会

の
強
い
お
勧
め
が
今
回
の
出
展
の

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

ま
わ
り
の
出
展
者
が
大
変
親
切
に
、

様
々
な
道
具
等
を
貸
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、家
具
専
用
の
ト
ラ
ッ
ク
と

台
車
は
重
い
も
の
で
も
持
ち
上
げ
る

こ
と
な
く
、一
人
で
搬
入
で
き
る
様

に
開
発
さ
れ
た
り
、高
い
場
所
の
照

明
器
具
の
取
り
付
け
も
一
人
で
で
き

る
専
用
車
が
あ
っ
た
り
な
ど
、主
催

者
・
工
事
業
者
・
出
展
者
・
運
送
業
者

す
べ
て
が
い
か
に
も
馴
れ
て
お
り
、日

本
の
展
示
会
の
搬
入
風
景
で
見
ら
れ

る
殺
気
立
つ
と
い
う
こ
と
が
、全
く
無

い
と
い
う
の
が
大
変
気
持
ち
の
良
い

も
の
で
し
た
。

見
本
市
の
会
場

展
示
開
所
式
の
風
景

’ 99 パリ国際家具見本市を終えて

日
本
は
家
具
輸
入
大
国
へ
変
貌

輸
出
を
め
ざ
し
飛
騨
デ
ザ
イ
ン
運
動

　

飛
騨
は
過
去（
昭
和
三
十
年
〜
四

十
年
代
）に
大
き
な
輸
出
実
績
が
あ

り
、飛
騨
デ
ザ
イ
ン
運
動
ス
タ
ー
ト
の

時
か
ら
、い
つ
か
は
輸
出
を
、と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、昨
今
の

日
仏
間
の
文
化
交
流
、そ
し
て
仏
国

に
お
け
る
日
本
ブ
ー
ム
の
高
ま
り
も

あ
り
、私
自
身
は
少
し
早
い
か
な
、と

い
う
思
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、組
合

員
の
熱
意
に
押
さ
れ
、出
展
を
決
意

い
た
し
ま
し
た
。

　

い
ざ
、出
展
が
決
ま
り
ま
す
と
、そ

の
準
備
が
大
変
で
し
た
。参
加
企
業

六
社
の
社
員
を
輸
送
・
広
報
・
旅
行
・

展
示
・
総
務
の
五
部
門
に
分
け
、そ

れ
ぞ
れ
を
分
担
し
て
い
た
だ
き
、足

ら
な
い
人
材
は
、組
合
以
外
の
方
々

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。金

銭
面
で
は
、岐
阜
県
・
高
山
市
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。特
に
、県
に

お
い
て
は
梶
原
知
事
ご
本
人
が
直
接

マ
ス
コ
ミ
へ
電
話
さ
れ
、Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
た
だ
く
ほ
ど
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（協）飛騨木工連合会
理事長 関　道 朗

　協同組合飛騨木工連合会は１月１４日から５日間、フランスのパリで『’ 99パリ国際家具見本市』に

出展した。そこで、同組合の関道朗理事長（中央会副会長）より、見本市出展にかかる経緯・目的・

出展成果・今後の課題などのレポートを寄稿されたので紹介する。



最
終
日
に
取
り
に
来
る
と
い
う
条
件

に
も
か
か
わ
ら
ず
、大
変
な
人
気
で

し
た
。特
に
、飛
騨
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

開
発
さ
れ
た
春
慶
や
陶
器
、小
木
工

品
等
の
生
活
用
品
は
、お
客
様
が
取

と
な
り
ま
す
。ハ
ー
ド
ル
の
向
こ
う
に

彼
ら
が
い
て
く
れ
る
こ
と
を
心
の
支

え
と
し
て
、今
し
ば
ら
く
情
熱
を

持
っ
て
、取
り
引
き
関
係
の
構
築
に

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
見
本
市
に
参
加
し
て
、見
本

市
そ
の
も
の
の
あ
り
方
に
大
変
感
心

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、見

本
市
の
事
務
局
の
姿
で
す
。そ
れ
ほ

ど
多
人
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、良

く
こ
れ
ほ
ど
至
れ
り
尽
く
せ
り
の

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
も
の
と
感
心
い

た
し
ま
し
た
。見
本
市
を
ビ
ジ
ネ
ス

の
場
と
し
て
出
展
者
が
、来
場
者
に

い
か
に
有
効
に
利
用
し
て
も
ら
う
か
、

ま
た
、他
国
で
行
わ
れ
る
見
本
市
と

競
争
し
て
、よ
り
魅
力
的
に
す
る
に

は
ど
う
す
る
の
か
等
を
常
に
工
夫
し

こ
の
問
題
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
ビ

ジ
ネ
ス
は
以
外
と
簡
単
に
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
出
展
に
つ
き
ま
し
て
は
、

出
展
企
業
は
当
然
で
す
が
、
直
接
利

害
関
係
の
無
い
人
達
や
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
方
々
、
ま
た
、
行
政
の
方
々
に
も

損
得
度
外
視
の
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
状
態
で
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
最
後
に
付
け
加
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

飛
騨
木
工
連
合
会
の
展
示
ブ
ー
ス

（協）

会
場
で
の
商
談

　

Ｅ
Ｕ
で
の
貿
易
相
手
捜
し

　

取
引
関
係
の
構
築
に
努
力

取
り
引
き
が
中
心
で
あ
り
、家
具
を

遠
方
よ
り
輸
入
す
る
と
い
う
感
覚
を

持
っ
て
い
な
い
な
ど
、あ
る
程
度
予
想

は
し
て
い
ま
し
た
が
、改
め
て
問
題

点
と
し
て
認
識
し
ま
し
た
。し
か
し
、

フ
ラ
ン
ス
、中
近
東
を
中
心
に（
ド
イ

ツ
人
は
ケ
ル
ン
の
見
本
市
が
あ
る
た

め
か
少
な
か
っ
た
）二
十
数
社
の
イ
ン

ポ
ー
タ
ー
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
業
者
か
ら

引
き
合
い
を
い
た
だ
き
、現
在
ど
の

業
者
と
関
係
を
構
築
す
る
か
調
査

と
交
渉
を
し
て
お
り
ま
す
。今
後
は
、

流
通
と
販
売
の
形
態
を
研
究
し
つ
つ
、

取
引
先
を
選
定
し
、何
回
か
の
渡
仏

を
し
な
が
ら
交
渉
を
続
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

Ｅ
Ｕ
内
で
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
で

業
界
の
姿
も
慣
習
も
異
な
り
、様
々

な
難
し
い
問
題
も
あ
り
そ
う
で
す
が
、

我
々
に
と
っ
て
は
一
般
公
開
日
に
感

じ
ら
れ
た
パ
リ
市
民
の
熱
気
が
支
え
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今
回
の
出
展
の
目
的
は
、Ｅ
Ｕ
で

飛
騨
デ
ザ
イ
ン
が
ど
う
評
価
さ
れ
る

か
と
い
う
確
認
と
貿
易
相
手
と
な
っ

て
く
れ
る
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
捜
し
に

あ
り
ま
し
た
。

　

物
と
し
て
の
飛
騨
デ
ザ
イ
ン
は
、

大
変
な
評
価
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

仏
国
の
人
々
に
と
っ
て
、初
め
て
目
に

す
る
飛
騨
デ
ザ
イ
ン
は
、文
化
情
報

は
多
く
あ
れ
ど
自
動
車
、家
電
以
外

の
日
本
製
品
が
少
な
い
と
い
う
社
会

環
境
の
中
で
は
、大
変
新
鮮
に
感
じ

ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。一
般

公
開
日
に
出
品
物
の
販
売
を
し
ま
し

た
が（
大
っ
ぴ
ら
に
行
う
の
は
不
可
）、

　

次
に
、取
引
先
の
開
発
で
す
が
、こ

れ
に
つ
い
て
は
、い
く
つ
か
の
問
題
点

が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。フ
ラ
ン
ス
国

内
に
は
大
型
店
が
少
な
く
、ま
た
、ハ

イ
グ
レ
ー
ド
商
品
は
ブ
テ
ィ
ッ
ク
型

の
小
規
模
店
が
強
い
と
い
う
事
情
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、彼
ら
は
Ｅ
Ｕ
内

り
合
い
す
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
し

た
。出
発
前
に
は
、現
品
が
処
分
で
き

る
か
大
変
心
配
し
ま
し
た
が
、結
果

は
持
ち
込
ん
だ
商
品
ば
か
り
で
な
く
、

展
示
台
や
切
り
絵
、茶
碗
、ざ
る
な

ど
の
装
飾
品
や
備
品
に
至
る
ま
で
全

て
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

橋
渡
し
で
き
る
人
材
・
企
業
が
必
要

な
が
ら
歴
史
を
通
過
し
て
き
た
そ
の

姿
に
は
、参
加
し
て
み
て
分
か
る
す

ば
ら
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
と
っ
て
、

日
本
は
あ
ち
ら
の
地
図
の
端
に
あ
る

最
も
遠
い
独
自
の
文
化
豊
か
な
国
な

の
で
し
ょ
う
。
日
本
人
の
感
覚
で
は
、

理
解
し
が
た
い
あ
こ
が
れ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
出
展
で
感
じ
ま

す
の
は
、
興
味
は
あ
る
け
ど
物
が
な

い
。
ま
た
、
日
仏
双
方
が
中
小
企
業

の
業
界
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
橋
渡

し
を
す
る
企
業
や
人
材
が
乏
し
く
、

つ
な
が
っ
て
い
な
い
感
じ
が
し
ま
す
。



県内中小企業主要業種の景気動向
（2月調査、1月実績）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
が

プ
ラ
ス
要
因
で
あ
る

が
、営
業
日
数
の
減

少
、年
末
需
要
の
反
動

等
の
マ
イ
ナ
ス
要
因

に
加
え
、一
層
の
消
費
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見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△▲▲▲プ ラ ス チ ッ ク
→△△▲▲陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△▲▲モ ザ イ ク タ イ ル
→△△△▲窯 業 原 料
→▲▲△△耐 火 れ ん が
→▲▲▲▲石　 　 灰
→▲▲▲▲生　 コ　 ン
→△△▲▲砂 利 生 産
→▲▲△△砕 石 生 産
→▲△▲▲鋳　 　 物
→▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→△▲▲▲刃物等金属製品 （内需） 
→▲▲▲△メ　 ッ　 キ
→▲▲▲▲機 械 金 属

→▲△▲▲金　 　 型
→△△△▲機械工具・工作機械
→▲▲▲▲電 気 機 械 器 具
→△▲△▲輸 送 機 器
→▲▲▲▲各種物産品（観　 光）
→▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
→▲▲▲▲陶　 磁　 器
→△▲▲▲総 合 卸 売 業
→▲△△△青　 　 果
→△△△△水　 産　 物
→△△△△家 電 機 器 販 売
→▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売
－－－－－中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△▲▲▲味 噌 ・ 醤 油
→▲▲▲▲豆 腐 製 造
→▲▲▲▲食 肉 （ 国 産 ）
→△△△△菓　 　 子
→△▲▲▲米　 　 菓
→▲▲▲▲酒　 　 造
→△▲▲▲米　 　 穀
→△△△△ね　 ん　 糸
→△△△○織 物 染 色
→▲▲▲△ニ ッ ト 工 業
→▲▲▲▲毛　 織　 物
→▲▲▲▲合 成 繊 維
→▲▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→△▲△▲靴　 　 下
→▲△▲▲メ ン ズ ア パ レ ル
→△▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
→△△△△縫　 　 製
→△▲△▲製　 　 材
→○△○○銘　 　 木
→△△△△集　 成　 材
→▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
→▲▲▲▲家 具 （ 飛 騨 ）

→△▲△△東 濃 ひ の き

→○△○△家　 庭　 紙
→△△△△特　 殊　 紙
→▲▲▲▲紙　 加　 工
→△△▲▲印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種
→△△△△石 油 製 品 販 売
→▲△△△共 同 店 舗
→△△△△岐 阜 市 商 店 街
→▲▲▲▲大 垣 市 商 店 街
→▲▲▲▲多 治 見 市 商 店 街
→▲▲▲▲恵 那 市 商 店 街
→△△△△高 山 市 商 店 街
→▲△△△車 体 整 備
→△△○○タ イ ヤ 整 備
→△△△▲長 良 川 畔 旅 館
→▲▲▲▲下 呂 温 泉 旅 館

→▲▲▲▲高 山 民 宿
→▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ

→▲▲▲▲広 告 美 術
→△△△▲情 報 サ ー ビ ス 業
－－－－－映 像 制 作
→△▲▲▲飲　 食　 業

→△△▲△土 木 （ 岐 阜 ）
→△△▲－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△△木 造 建 築
→△△△△鋼 構 造 物
－－－－－電 気 工 事
→△△△△管 設 備 工 事
→△▲▲▲建 築 板 金
→△△△△建　 　 具
→△▲▲▲産 直 住 宅
→△△▲▲貨物運送（岐阜地区）
→△▲▲▲貨 物 運 送 （ 県 域 ）

消
費
低
迷
の
影
響
大

景
況
改
善
予
想
に
不
安
定
感
1月景況調査

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た『
一
月
の
特
色
』と『
四
月
ま
で
の
景

況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
一
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
季
節
需
要
で
売
上
、受
注
、　

％
60

超
が
減
少
②
消
費
の
低
迷
一
層
深
刻－
と
な
っ

て
い
る
。一
月
の
景
況
感
D
I
値
は
マ
イ
ナ
ス

　

ポ
イ
ン
ト
で
、十
一
月
以
降
の
マ
イ
ナ
ス　

42

30

ポ
イ
ン
ト
台
か
ら
一
転
し
て
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ

40

ン
ト
台
へ
逆
戻
り
し
た
。

　

公
共
工
事
施
工
の
繁
忙
、冬
物
需
要
、小
売
の

の
冷
え
込
み
が
影
響
し
た
こ
と
が
主
因
。そ
の
中
で
、

住
宅
建
築
需
要
の
動
き
出
し
、公
共
工
事
発
注
が
ほ

ぼ
出
揃
い
前
年
並
み
の
受
注
確
保
で
改
善
の
気
配
。

今
後
の
動
向
に
期
待
含
み
で
あ
る
。

　
〔
四
月
ま
で
の
見
通
し
〕四
月
ま
で
の
景
気
動
向
予

想
は
、D
I
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月
実
績

35

の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
、7
ポ
イ
ン
ト
の

45

改
善
予
想
。例
年
の
入
学
・
卒
業
、就
職
、観
光
等
の
季

節
需
要
に
起
因
す
る
が
、改
善
動
向
が
一
時
的
と
推

測
さ
れ
、先
行
き
は
極
め
て
不
安
定
。

（ ６ ）



生
涯
能
力
開
発
給
付
金
制
度

職
業
訓
練
に
対
す
る
助
成
制
度
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雇
用
促
進
事
業
団
・
岐
阜
雇
用
促

進
セ
ン
タ
ー
は
、創
業
や
異
業
種
進

出
の
た
め
に
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た

い
場
合
、雇
用
管
理
制
度
を
改
善
し

た
い
場
合
、従
業
員
の
教
育
訓
練
を

行
い
た
い
場
合
に
次
の
よ
う
な
助
成

金
を
用
意
し
て
い
る
。

　

▽
中
小
企
業
雇
用
創
出
人
材
確
保

助
成
金
＝
雇
い
入
れ
た
労
働
者
、六

人
ま
で
の
二
分
の
一（
平
成
十
一
年

十
月
以
降
は
三
分
の
一
）を
一
年
間

助
成
す
る
。

　

例
え
ば
、創
業
に
伴
い
五
人
の
労

働
者
を
雇
い
入
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
年

間
の
賃
金
が
四
百
万
円
で
あ
っ
た
場

合
は
、四
百
万
円
×
五
人
×
二
分
の

一
＝
一
千
万
円
が
支
給
さ
れ
る（
一

日
当
た
り
の
支
給
額
が
雇
用
保
険
の

基
本
手
当
日
額
の
最
高
限
度
を
超
え

る
と
き
は
、こ
の
額
を
限
度
と
し
て

算
定
さ
れ
る
）。

　

▽
受
給
資
格
者
創
業
特
別
助
成
金

（
平
成
十
四
年
三
月
末
ま
で
の
暫
定

措
置
）＝
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者

が
創
業
し
て
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る

場
合
は
、中
小
企
業
雇
用
創
出
人
材

確
保
助
成
金
に
加
え
、雇
い
入
れ
数

に
応
じ
、八
十
〜
百
二
十
万
円
を
特

別
に
助
成
す
る
。

　

例
え
ば
、一
人
雇
い
入
れ
で
八
十

万
円
、二
人
雇
い
入
れ
で
百
万
円
、三

人
以
上
で
百
二
十
万
円
が
特
別
に
助

成
さ
れ
る
。

　

▽
中
小
企
業
雇
用
創
出
雇
用
管
理

助
成
金
＝
雇
用
管
理
制
度
の
改
善
を

図
る
事
業
に
か
か
っ
た
費
用
の
二
分

の
一
を
、最
高
百
万
円
ま
で
助
成
す

る（
か
か
っ
た
費
用
が
二
十
万
円
以

上
の
場
合
に
助
成
）。

　

例
え
ば
、雇
用
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
に
五
十
万
円
、採
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
に
十
六
万
円
、就
職
説
明

会
の
開
催
に
十
万
円
を
支
出
し
た
場

合
は
、総
額
七
十
六
万
円
の
二
分
の

一
の
三
十
八
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。

　

▽
中
小
企
業
雇
用
創
出
等
能
力
開

　

▽
事
業
内
職
業
能
力
開
発
計
画
届

の
提
出
＝
平
成
十
一
年
度
の
職
業
訓

練
計
画
を
所
定
の
用
紙
「
事
業
内
職

業
能
力
開
発
計
画
届
」
に
記
入
し
、

四
月
一
日
か
ら
六
月
末
ま
で
の
期
間

　

雇
用
保
険
の
適
用
事
業
主
が
行
っ

た
従
業
員
に
対
す
る
計
画
的
な
職
業

訓
練
に
要
し
た
経
費
の
一
部
（
受
講

料
・
資
金
等
）
を
助
成
す
る
。
受
給

の
た
め
の
手
続
は
次
の
と
お
り
。

（７）

中
小
企
業
雇
用
創
出
助
成
金  

岐
阜
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

に
提
出
。

　

▽
生
涯
能
力
開
発
給
付
金
支
給
申

請
書
の
提
出
＝
事
業
内
職
業
能
力
開

発
計
画
に
基
づ
き
、
四
月
か
ら
九
月

に
修
了
し
た
職
業
訓
練
に
つ
い
て
は

十
月
中
に
、
十
月
か
ら
三
月
に
修
了

し
た
職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
四
月
中

　

財
団
法
人
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン

は
、
四
月
の
研
修
と
し
て
新
入
社
員

を
対
象
に
「
新
入
社
員
パ
ソ
コ
ン
基
礎

講
座
」
を
次
の
日
程
等
に
よ
り
開
催

す
る
。

　

▽
日
時
＝
第
一
回
は
四
月
十
四

日
か
ら
三
日
間
・
第
二
回
は
五
月
十

二
日
か
ら
三
日
間
で
各
日
と
も
午

前
十
時
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分

　

▽
場
所
＝
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン

十
一
階
・マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
実
習
室
１

　

▽
募
集
人
員
＝
二
十
四
人
（
最
少

催
行
人
数
十
二
人
）

　

▽
予
定
講
師
＝
中
部
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
㈱
ほ
か

　

▽
受
講
料
＝
二
万
五
千
円

　

▽
内
容
＝
W
i
n
d
o
w
s　

の
98

基
本
機
能
の
紹
介
、
W
o
r
d　

に
97

よ
る
文
書
作
成
、
E
x
c
e
l　

に
97

よ
る
表
、グ
ラ
フ
の
作
成
な
ど

　

▽
申
込
先
＝　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ

（財）

発
給
付
金
＝
教
育
訓
練
に
要
し
た
費

用
の
四
分
の
三
及
び
そ
の
間
の
賃
金

の
四
分
の
三
を
助
成
す
る（
支
給
限
度

額
あ
り
）。

　

例
え
ば
、異
業
種
進
出
に
よ
り
扱

う
新
製
品
の
製
造
技
術
・
技
能
に
つ

い
て
外
部
講
師
に
よ
る
o
f
f
‐
J

T
訓
練
を
四
日
間
、五
人
の
労
働
者

に
実
施
し
、講
師
へ
の
謝
礼
金
二
十

万
円
、テ
キ
ス
ト
代
二
万
円
、五
人
の

労
働
者
の
賃
金
四
日
分
二
十
六
万
円

を
支
出
し
た
場
合
は
、総
額
四
十
八

万
円
の
四
分
の
三
の
三
十
六
万
円
が

支
給
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
助
成
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、創
業
や
異
業
種
進
出
の
準
備

を
始
め
て
六
カ
月
以
内
に
、都
道
府

県
知
事
か
ら
改
善
計
画
の
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、創
業
や
異

業
種
進
出
に
伴
う
経
費
が
三
百
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
、申
込
み
は
岐
阜
雇

用
促
進
セ
ン
タ
ー（
℡
〇
五
八－

二

パ
ン　

企
画
・
研
修
部
研
修
担
当（
℡

〇
五
八
四－

七
七－

一
一
一
三
）

ま
で
。

に
、「
生
涯
能
力
開
発
給
付
金
支
給
申

請
書
」
を
提
出
。

　

提
出
先
・
照
会
先
は
、
岐
阜
県
農

林
商
工
部
新
産
業
労
働
局
労
働
雇
用

課
民
間
訓
練
振
興
係
（
℡
〇
五
八－

二
七
二－

一
一
一
一
、
内
線
三
一
二

五
又
は
三
一
二
六
）
ま
で
。

新
入
社
員
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
主
催

　 岐 阜 県 電 機 工 業 会
会　　長　新　 井　 允　 之
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ム
の
鈴
木
秀
郎
社
長
を
講
師
に
、

「
情
報
化
と
魅
力
あ
る
地
域
社
会

の
創
造
」を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
会

を
行
っ
た
。

　

式
典
で
は
、組
合　

年
の
あ
ゆ
み

40

報
告
、屋
外
広
告
倫
理
要
綱
朗
読

ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜
開
催

岐
阜
の
ア
パ
レ
ル
を
Ｐ
Ｒ

ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜
・
問
屋
街
風
景

　

岐
阜
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
連
合
会

の
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜
委
員
会
主
催

の『
第
８
回
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜
』が

三
月
四
日
か
ら
二
日
間
、グ
ラ
ン
パ

レ
ホ
テ
ル
を
中
心
に
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
前

問
屋
街
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、岐
阜
ア
パ
レ
ル
を

活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、駅
前
問

屋
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
を
図
る

た
め
に
開
催
。世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工

房
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
を
全
国
の
バ
イ
ヤ
ー
な

ど
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

問
屋
街
で
は
、約
八
百
社
が
各
店

舗
で
レ
デ
ィ
ー
ス
、メ
ン
ズ
、子
供
服

阜　

春
夏
物
フ
ロ
ア
ー
シ
ョ
ー
」を

'99
開
催
し
、全
国
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の
成

約
に
つ
な
げ
た
。同
シ
ョ
ー
で
は

ス
ー
ツ
、ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、ブ
ラ
ウ
ス
な

ど
レ
デ
ィ
ー
ス
向
け
を
中
心
に
百
八

点
を
プ
ロ
の
モ
デ
ル
が
着
こ
な
し
紹

介
し
た
。

な
ど
の
春
夏
物
を
販
売
し
た
。

　

ま
た
、グ
ラ
ン
パ
レ
ホ
テ
ル
で
は
、

六
十
社
が
参
加
し
て
春
夏
物
の
新
作

を
ア
ピ
ー
ル
す
る「
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐

　

岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同
組

合（
後
藤
利
治
理
事
長
）は
二
月

十
七
日
、長
良
川
ホ
テ
ル
新
館
で

『
組
合
創
立　

周
年
記
念
式
典
』

40

を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、セ
イ
ノ
ー
情
報
シ
ス
テ

明　

▽
岐
阜
県
商
工
会
連
合
会

会
長
表
彰
＝
坂
田
彰　

▽
岐
阜
県

中
小
企
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
理
事
長

表
彰
＝
和
田
猛　

▽
東
海
広
告
美

術
業
組
合
連
合
会
会
長
表
彰
＝
尾

藤
正
文
ほ
か
二
人　

▽
岐
阜
県
広

告
美
術
業
協
同
組
合
理
事
長
表

彰
＝
二
村
武
夫
ほ
か
九
人

　

そ
の
他
、各
種
感
謝
状
、デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
各
賞
、永
年
勤
続
優

良
従
業
員
表
彰
を
行
っ
た
。

組
合
創
立　

周
年
記
念
式
典

40
岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

の
後
、組
合
功
労
者
表
彰
な
ど
を

行
っ
た
。

　

主
な
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
桂
川
賞（
特
別
表
彰
）＝
大
橋

重
春　

▽
岐
阜
県
知
事
表
彰
＝
小

林
良
之　

▽
岐
阜
県
議
会
議
長

表
彰
＝
田
中
久
雄　

▽
全
日
本
屋

外
広
告
業
団
体
連
合
会
会
長
表

彰
＝
杉
浦
節
夫
・
古
田
寿
雄　

▽

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長
表
彰
＝
高
橋
博
人
・
渡
辺
末

　

平
成
十
年
九
月
三
十
日
に「
労
働

基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
公
布
さ
れ
、こ
の
主
な
部
分
は
平

成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　

①
労
働
契
約
締
結
時
の
労
働
条
件

明
示
事
項
の
拡
充
②
年
次
有
給
休
暇

の
付
与
日
数
の
引
上
げ
③
一
年
単
位

の
変
形
労
働
時
間
の
要
件
変
更
④
時

間
外
労
働
に
関
す
る
基
準
の
設
定－

等
全
て
の
事
業
場
に
関
係
す
る
多
岐

に
わ
た
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。各

事
業
場
に
お
い
て
は
、こ
れ
ら
の
変

更
部
分
に
留
意
し
、就
業
規
則
変
更

等
の
手
続
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、岐
阜
労
働
基
準

局
監
督
課
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
で
。

　

労
働
基
準
法
改
正
・
四
月
一
日
よ
り
施
行

春
夏
物
の
フ
ロ
ア
ー
シ
ョ
ー

岐
広
美
創
立　

周
年
式
典

40

協同組合　岐阜県高速道路利用センター�
　500－8227  岐阜市北一色1丁目20番11号�
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マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
思
考
へ

青
中
・
東
濃
版
講
習
会
を
開
催

1999年（平成11年）3月15日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第473号

　

商
工
組
合
中
央
金
庫
・
岐
阜
支
店

は
二
月
二
十
四
日
、グ
ラ
ン
ヴ
ー
ル

岐
山
で『
組
合
事
務
局
長
会
議
』を
開

催
し
、二
十
三
組
合
か
ら
事
務
局
の

代
表
者
、中
央
会
か
ら
森
本
専
務
理

事
、石
田
事
務
局
長
、藤
澤
情
報
企
画

課
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
の
開
催
に
あ
た
り
砂
田
努
岐

阜
支
店
長
は「
岐
阜
県
で
は
始
め
て

開
催
す
る
も
の
で
、こ
の
会
議
を
契

機
に
商
工
中
金
・
組
合
・
中
央
会
が
大

い
に
意
見
交
換
を
行
い
、お
互
い
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、商
工
中
金
事
業

推
進
部
の
兵
藤
主
任
調
査
役
か
ら
組

合
向
け
の
商
工
中
金
事
業
の
紹
介
と

最
近
の
組
合
事
例
な
ど
の
紹
介
を

行
っ
た
。青

中
・
東
濃
版
講
習
会

た
塚
本
保
夫
市
長
も
出
席
し
、
組
合

役
員
・
青
年
部
員
ら
と
一
緒
に
聴
講

し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
松
下
政
経
塾
元
塾

長
の
上
甲
晃
氏
（
現
・
㈲
志
ネ
ッ
ト

　

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会
・

岐
阜
県
中
央
会
主
催
、
土
岐
市
後
援

の
『
東
濃
版
講
習
会
』
を
三
月
二
日
、

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
約
百
五
十
人
が

出
席
し
て
開
催
し
た
。ま
た
、
後
援
し

（９）

組
合
事
務
局
長
会
議
を
開
催  

商
工
中
金
・
岐
阜
支
店

ワ
ー
ク
代
表
）を
講
師
に
招
き
、「
マ
イ

ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
考
え
る
キ
ー
ワ
ー

ド
」
〜
経
営
者
の
条
件
〜
を
テ
ー
マ
に

講
演
会
を
行
っ
た
。

　

上
甲
講
師
は
、故
・
松
下
幸
之
助
氏

の
人
づ
く
り
の
方
法
や
松
下
政
経
塾

で
の
経
験
や
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
、
経
営
者
の
条
件
と
し
て
、
人
の
話

を
聴
く
力
、プ
ラ
ス
発
想
・
思
考
が
大

切
。こ
れ
か
ら
は
、
田
舎
の
時
代
で
あ

り
、
地
域
づ
く
り
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
、若
い
力（
こ
こ
へ
出
席
し
た
青
年

部
員
）
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
最
後
に
「
日
本
人
一
人
一
人
が
、

自
ら
の
持
ち
場
に
お
い
て
志
高
く
生

き
る
こ
と
こ
そ
、
日
本
を
良
く
す
る

道
で
あ
る
と
信
じ
、
相
互
研
鑽
を
積

ん
で
欲
し
い
」と
述
べ
た
。

　

中
央
会
は
組
合
特
定
問
題
研
究
会

の
一
環
と
し
て
『
中
小
企
業
経
営
戦

略
研
修
会
』
を
二
月
十
八
日
、
県
民

ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

研
修
会
は
、
高
井
法
博
会
計
事
務

所
の
高
井
法
博
所
長
を
講
師
に
招

き
、「
大
変
革
期
に
お
け
る
中
小
企
業

の
経
営
戦
略
の
策
定
の
方
策
」
を

テ
ー
マ
に
、
約
七
十
人
の
参
加
者
が

話
を
聞
い
た
。

　

高
井
講
師
は
、
①
経
営
者
自
ら
が

経
営
計
画
を
立
て
る
②
企
業
未
来
の

商
工
中
金
・
組
合
事
務
局
長
会
議

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�!!

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�

経
営
戦
略
研
修
会

　

中
央
会
か
ら
は
、二
月
一
日
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
こ
と
か

ら
、藤
澤
課
長
よ
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
概
要
説
明
を
行
っ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、貸
し
渋
り
問
題
、

産
業
廃
棄
物
問
題
、I
S
O
1
4
0

0
0
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

設
計
③
自
社
の
未
来
像
の
決
定
④
経

営
者
の
要
件－

な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
最
後
に
高
井
講
師
は
「
経

営
者
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
経

営
戦
略
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
決
定
に
は
、
現
業
の
足
元
を

し
っ
か
り
固
め
、
し
っ
か
り
勉
強
し

て
、
事
業
の
方
向
性
を
決
め
る
発
展

戦
略
を
経
営
者
自
ら
が
意
図
し
企
画

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
述
べ
た
。

　

中
小
企
業
経
営
戦
略
研
修
会
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事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
、

こ
れ
か
ら
事
業
を
始
め
よ
う
と
す
る

者
で
あ
れ
ば
、
国
民
金
融
公
庫
の
次

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
・
制
度
等
が
利

用
で
き
る
。

　

▽
公
庫
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

　

①
返
済
期
間
が
長
期
で
、
無
理
な

く
返
済
が
可
能
②
利
息
は
固
定
で
、

低
利
（
基
準
金
利
は
二
・
九
％
、
平

成
十
一
年
二
月
十
七
日
現
在
）
③
融

資
に
際
し
て
の
保
証
人
は
原
則
一
人
。

担
保
に
つ
い
て
は
、
応
相
談
。
不
動

産
担
保
の
設
定
に
か
か
る
登
録
免
許

税
は
不
要
。

　

▽
国
の
事
業
ロ
ー
ン
（
普
通
貸
付
）

　

①
融
資
額
＝
四
千
八
百
万
円
以
内

②
返
済
期
間
＝
運
転
資
金
は
五
年
以

内
（
据
置
期
間
は
一
年
以
内
）、
設
備

資
金
は
十
年
以
内
（
据
置
期
間
は
二

年
以
内
）
③
融
資
利
率
＝
年
二
・
九

％
（
平
成
十
一
年
一
月
九
日
現
在
）

　

▽
事
業
展
開
支
援
貸
付
＝
国
の
総

合
経
済
対
策
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
新

規
に
従
業
員
を
雇
用
し
、
積
極
的
に

事
業
展
開
を
行
う
と
す
る
者
へ
の
特

別
な
融
資
。

　

①
融
資
額
＝
運
転
資
金
は
四
千
八

百
万
円
以
内
、
設
備
資
金
は
七
千
二

百
万
円
以
内
②
返
済
期
間
＝
運
転
資

金
は
七
年
以
内
（
据
置
期
間
は
二
年

以
内
）、
設
備
資
金
は
十
五
年
以
内

（
据
置
期
間
は
二
年
以
内
）
③
融
資

利
率
＝
年
二
・
一
％
（
四
年
目
以
降

二
・
六
％
）（
平
成
十
一
年
一
月
十
七

日
現
在
）

　

こ
の
ほ
か
、
資
金
の
使
い
途
に
応

じ
て
、
各
種
の
融
資
制
度
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。

　

詳
し
い
説
明
・
資
料
の
の
請
求
に

つ
い
て
は
、
国
民
金
融
公
庫
岐
阜
支

店
・
融
資
相
談
係
（
℡
〇
五
八－

二

六
三－

二
一
三
六
）
ま
で
。

融
資
・
貸
付
制
度
の
案
内

国
民
金
融
公
庫　
　

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正
さ

れ
、
現
行
法
で
は
事
業
主
の
努
力
義

務
と
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
募
集
・

採
用
に
つ
い
て
、
平
成
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
女
性
に
対
す
る
差
別
が
禁

止
さ
れ
る
。

　

労
働
者
の
募
集
に
当
た
っ
て
は
、

男
女
不
問
求
人
と
な
る
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
改
正
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総
務
調
整
課
、
広
報
振
興
課
、

組
織
指
導
課
、
調
査
労
働
課
、

情
報
企
画
課
、

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

　
　

…
全
国
・
沖
縄
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
が
主
催
す
る『
第　

回
中

51

小
企
業
団
体
全
国
大
会
』の
開
催
時

間
が
、二
月
二
十
五
日
の
大
会
実
行

委
員
会
で
決
定
し
た
。

　

大
会
は
平
成
十
一
年
十
月
十
四

日（
木
）、午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時

三
十
分
、沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

　
　

…
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後

に
、
計
算
誤
り
な
ど
申
告
内
容
に
間

違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、

 　
 
〔
二
月
中
〕

１
日　

中
央
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設（
中
央
会
事

務
所
）

２
日　

岐
阜
県
中
小
企
業
振
興
公

社
・
第
７
回
貸
付
審
査
委
員
会（
県

民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　
　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
二
〇
〇
〇
年
問

題
対
応
説
明
会（
全
国
中
央
会
）

３
日　

税
務
問
題
連
絡
会
議（
県
議

会
西
棟
）

５
日　

岐
阜
県
総
合
開
発
審
議
会

（
県
議
会
西
棟
）

　
　

融
合
化
組
合
集
中
指
導
事
業
・

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
指
導
員
研
究

会（
名
古
屋
市
）

８
日　

岐
阜
県
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦

二
〇
〇
〇
年
問
題
第
１
回
対
策
推

進
会
議（
県
庁
特
別
会
議
室
）

　

日　

岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル

10
フ
ォ
ー
ラ
ム　
（
未
来
会
館
）

'99

　
　

岐
阜
県
国
土
利
用
計
画
地
方
審

議
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　
　

岐
阜
県
地
域
新
産
業
創
造
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
事
業
推
進
会
議

（
シ
ン
ク
タ
ン
ク
庁
舎
）

　

日　

岐
阜
県
伝
統
的
工
芸
品
月
間

15
推
進
協
議
会
・
同
実
行
委
員
会（
県

議
会
西
棟
）

　
　

労
働
力
確
保
組
合
集
中
指
導
事

業
・
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
指
導
員

研
究
会（
富
山
市
）

　

日　

第
５
回
岐
阜
東
濃
新
首
都
構

16
想
推
進
協
議
会（
県
庁
大
会
議
室
）

　

日　

岐
阜
県
広
告
美
術
業
協
同
組

17
合
創
立　

周
年
記
念
式
典（
長
良

40

川
ホ
テ
ル
新
館
）

　
　

地
球
環
境
村
ぎ
ふ
・
理
事
会（
岐

阜
会
館
）

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
対
応
推
進
組

合
等
集
中
指
導
事
業
・
東
海
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
指
導
員
研
究
会（
名
古

屋
市
）

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
情
報
・
活

18
性
化
情
報
編
集
委
員
会（
県
民
ふ

れ
あ
い
会
館
）

　
　

中
小
企
業
情
報
創
造
発
信
強
化

支
援
事
業（
全
国
中
央
会
）

　
　

岐
阜
県
景
気
問
題
連
絡
会（
岐

阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
制
度

19
推
進
連
絡
協
議
会（
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　
　

中
小
企
業
施
策
普
及
担
当
者
会

議
及
び
小
規
模
企
業
指
導
担
当
者

会
議（
中
部
通
商
産
業
局
）

　

日　

商
工
中
金
組
合
事
務
局
長
会

24
議（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　
　

融
合
化
組
合
・
異
業
種
交
流
グ

ル
ー
プ
全
国
交
流
会（
全
国
中
央

会
）

　

日　

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
中
央
会

25
指
導
員
等
研
究
会（
三
重
県
）

　

日　

岐
阜
県
雇
用
促
進
事
業
団
運

26
営
協
議
会（
パ
リ
ス
ホ
テ
ル
）

　
　

つ
く
ば
・
け
い
は
ん
な
岐
阜
情

報
セ
ン
タ
ー
・
臨
時
総
会（
岐
阜
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

    　

中
小
企
業
労
働
力
確
保
懇
談
会

（
全
建
総
連
）

　
　

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
中
央

会
役
員
・
指
導
員
意
見
交
換
会（
石

川
県
）

　

第　

回
全
国
大
会
の
開
催
時
間
決
定

51

（11）

　

瀬
戸
校
の　

年
度
研
修
案
内

11

タ
ー（
宜
野
湾
市
真
志
喜
四－

三
－

一
）で
開
催
。

　

参
加
申
込
に
つ
い
て
は
、四
月
下
旬

か
ら
五
月
中
旬
ま
で
に
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
の
で
、組
合
役
職
員
並
び

に
組
合
員
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、日
程
調
整

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

う
っ
か
り
し
て
確
定
申
告
書
の
提
出

を
忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
速
や
か
に

手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

　

手
続
な
ど
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税

務
相
談
室
又
は
税
務
署
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
　

…
中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校

で
は
、平
成
十
一
年
度
研
修
の
内
、次

の
コ
ー
ス
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

▽
経
営
者
の
教
養
講
座
１（　

－99

　

）＝「
新
時
代
の
経
営
者
像
を
求
め

01て
」を
テ
ー
マ
に
、四
月
二
十
一
日
か
ら

二
日
間
、受
講
料
は
二
万
二
千
円
、

申
込
締
切
日
は
三
月
三
十
日

　

▽
工
場
管
理
者
養
成
コ
ー
ス（　
99

－

　

）＝「
明
日
の
工
場
の
担
い
手
を

02
育
て
、企
業
の
発
展
を
目
指
す
」を

テ
ー
マ
に
四
月
二
十
六
日
〜
九
月
二

十
二
日（
毎
月
三
日
間
×
六
カ
月
）、

受
講
料
十
五
万
三
千
円
、申
込
締
切

日
は
三
月
三
十
日

　

▽
管
理
者
の
た
め
の
基
礎
的
現
場

改
善
活
動（　

－

　

）＝「
モ
ノ
づ
く
り

99

03

は
５
Ｓ
か
ら
」を
テ
ー
マ
に
、五
月
十
日

か
ら
五
日
間
、受
講
料
は
四
万
六
千

円
、申
込
締
切
日
は
三
月
三
十
日

　

▽
経
営
管
理
者
養
成
コ
ー
ス（　
99

－

　

）＝「
企
業
の
発
展
と
活
性
化
を

08
担
う
、経
営
管
理
者
を
め
ざ
し
て
」を

テ
ー
マ
に
六
月
十
四
日
か
ら
十
一
月

十
二
日（
毎
月
五
日
間
×
六
カ
月
）、

受
講
料
は
二
十
五
万
円
、申
込
締
切

日
は
五
月
六
日

　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、中
小
企
業

大
学
校
瀬
戸
校
・
研
修
課（
℡
〇
五

六
一－

四
八－

三
四
〇
〇
）ま
で
。

　

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き


